
 

 

 

 

 

  

 

 

毎年、国が実施する「全国安全週間」に合わせ、７月を「安全・適正就業強化月

間」と定め、安全・適正就業については、就業中や就業途上の事故撲滅と就業形態

の適正化を強化して、事務局、会員皆さんで更なる安全と安心を目指し、シルバー

事業の推進に取り組む「月間」です。 

健康管理と安全就業に対する思考や行動を会員一人一人が改め、安全に対する意

識高揚を図り、常に事故ゼロを目指して就業に励んでいただきたいと思います。 

皆さん！就業時の事故は、気を付けていても起きるときは起きるものです。慣れ

による過信が事故の源となります。油断せず、常に安全第一を心がけましょう。 

❐ 就業中！事故が起きたら？ 

《 会員がケガをした時 》    ※ 適用保険：シルバー団体傷害保険 

① 事故が起きた時は、すぐに事務局へ連絡する。 

② 病院へ行く場合は、各自の保険証で受診し、治療費の精算は本人となります。 

③ 保険金については、治療が完治した際、入院・通院の日数に対し、後日、支払われます。 

※ 但し、治療にかかった費用が全額補償となるものではありません。 

《 会員が物を破損させた時 》  ※ 適用保険：シルバー賠償責任保険 

① 物の破損事故が起きた時は、大小に関わらず、事務局へ連絡する。 

② 賠償については、事務局とお客様で交渉し、シルバーの賠償保険で対応することになり 

ますので、会員の皆さんは直接、交渉はしないようにして下さい。 

③ 賠償責任保険には免責額（１万円）がある為、事故を起こした会員には、３割の自己負 

担額をお支払いいただくことになります。 

 

 

 

 

 

＜第２３０号＞ 

 

 

令和４年７月１１日発行 

 現在の会員数 

合  計 １８９ 名 

( 男  性 １２８名 ) 

( 女  性  ６１名 ) 天の川 

７ 月 

< 傷害保険の補償内容 >   

・入 院 １日  ３，０００円    ・通 院 １日  ２，０００円  

・死亡・後遺症障害保障額 最高 ５００万円（状況によって異なる。） 



 

 

❐ 令和４年度の事故発生状況のお知らせ 

令和４年度に入り、残念なことに２件の傷害事故が発生しました。 

会員の皆さん！ 就業中の事故や交通事故の防止に対する意識を強く持ち、油断せ

ず、常に「安全就業」を心がけましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❐ 夏です！体調を整えましょう！～脱水症・熱中症の予防対策～ 

 熱中症とは・・気温の高い環境で生じる健康障害で、体内の水分や塩分などのバラ

ンスが崩れ、体温の調整機能が働かなくなり、汗のかき方の異常、頭痛、吐き気、嘔

吐、体温上昇、めまい、過呼吸、倦怠感、痙攣や意識障害などの症状が起こります。 

〈 もしも 熱中症が疑われたら 〉 

【涼しい場所へ】  室内や風通しのよい日陰など涼しい場所へ避難する。 

【体を冷やす】    衣類をゆるめ、首の周り、脇の下、足の付け根などを冷やす。 

【水分補給】      水分、塩分、経口補水液などを補給する。 

※ 全身のけいれんを起こしている場合は、救急車を呼んでください。  

 

 

 

☆★ 互助会よりお知らせ ★☆ 

夏のトランプ大会は、コロナ感染防止のため中止とします。冬の大会をお楽しみに！ 
 

 

 

 

 

《 傷害事故の内容 》   

①  事故発生日時 ５月 午後１５：３０分頃（男性 ６９歳） ※ 現在 治療中 

〈事故発生状況〉 

（田植え補助）堰にアユミ２本を橋渡しし、苗を運搬中、アユミの間に足がはまり、高

さ1ｍ、幅1.5ｍ程の堰に落下し、左腓骨遠位部骨折と診断。 

 

②  事故発生日時 ６月 午前１０：３０分頃（男性 ８０歳）  ※ 現在 治療中 

〈事故発生状況〉 

りんご作業（実すぐり）中、７尺の三本ハシゴの上部（７段目）より、バランスを崩

し、背面から地面に落下し、右多発肋骨骨折他肺挫傷、胸壁血腫と診断。 
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〈 予防は大事です！〉       作業にあたる２週間程前より汗をかくようにして、体を暑さに慣らしましょう。 

① 水分をこまめに補給する。 ※ 経口補水液、スポーツドリンク   ② 塩分をほどよく取る。   

③ 睡眠を十分にとり、疲れを溜めないようにする。   ④ 栄養バランスのとれた食事をする。 


